２０１３年度　京都教区准堂衆会公開講座の御案内
「報恩講の歴史」

　真宗の最も大切な行事として、毎年全国各地で報恩講はお勤めされています。そのお勤めの仕方や荘厳などには、疑問点も沢山あるかと思います。なぜ報恩講のお勤めは現在のような形になったのか。それを考えるため、歴史的にわかるところを見ていきたいと思います。今年度は、同朋大学准教授の安藤弥先生をお迎えして、報恩講の歴史を「儀式と教団」という視点から考えていく予定をしております。皆様のご参加を心よりお待ち致しています。　
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日　時：　２０１３年１２月２０日（金）　１８時～２０時
会　場：　　　　京都教務所　２階大講堂
講　師：　　　安藤　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(わたる),弥)　先生　（同朋大学准教授）
内　容：　　　　　　　報恩講の歴史
参加費：　　　　　　　　　無料 
安藤弥先生プロフィール

１９７５年愛知県生まれ。博士（文学）。名古屋大学文学部史学科卒業後、大谷大学大学院博士課程を修了し、現職に至る。専門・研究は日本中世史・真宗史。主な共著に『誰も書かなかった親鸞―伝絵の真実―』（法蔵館）、『戦国期の真宗と一向一揆』（吉川弘文館）など多数ある。 
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問い合わせ・連絡先　





京都教務所（小林）





☎　０７５－３５１－５２６０











